
アメリカ大学院での TA

河東泰之

数学教室で講師になったものの，今学期は講義もしていないので勝手に論文を書いてい

るだけであり，生活は助手のときと変わりがない．ただ，私は助手になる前は，アメリカ

の大学院（カリフォルニア大学ロサンゼルス校，ＵＣＬＡ）にいたので，そのころのこと

を少し書いてみよう．

アメリカの院生は大体，奨学金で暮らしており，Fellowship, Research Assis-

tantship(RA), Teaching Assistantship(TA) の３種の形態がある．Fellowship が一番条

件がよく，ただお金をくれるものであり，RAは教授の研究の研究の手伝いをしてお金を

もらうということになっているのだが，数学の場合実験があるわけでもなく，実際の仕事

は何もない．そして，TAが，学部の演習を受け持ってお金をもらうポストである．最近

は東大でも一部導入されてきたこの TAの，アメリカでの経験について書いてみることに

する．

TAの仕事のは，毎週５０分 ×４コマの学部学生の演習を教えることである．そのほか
に試験の監督，採点，オフィスアワー（部屋に待機していて，学生の質問に答える）など

があるので，実働は週５～６時間であろう．（これは，大学によってかなり差がある．）く

れるお金は Fellowshipや RAとほぼ同じで，毎月手取１０００ドルくらいであった．（奨

学金は前は無税だったのだがレーガン政権の税制改革によって所得税を取られることに

なった．）現在のレートで換算すると，アメリカのほうが物価はかなり安いので，これは

けっこうな金額になる．ほかに授業料も免除ないし８割引くらいになる特典もつく．院生

はほぼ全員，こういった形の奨学金をもらっていた．（留学生も多かったが，発展途上国

からの留学生の場合，自分で生活費や授業料を払うのは無理なので，こういった仕組みが

大きな助けになる．）

一つのコースは月，水，金にそれぞれ５０分ずつの講義が１００人くらいのクラスで組

まれており，それを２０～３０人くらいずつにわけて，火曜または木曜に，院生が練習問

題の解説を行うのである．そのほかに宿題が毎週あり，その採点のために学部上級生が雇

われている．教える内容は，ある程度選択できるのだが，私は準備が少なくてすむよう，

毎学期１～２年生の解析を教えていた．一番易しいほうだと，日本の高校２年生程度の微

分積分，一番難しくて，線形常微分方程式の具体的解法程度である．はっきりいってレベ

ルはあまり高くない．特に計算力はなく，宿題，試験などでぼろぼろ間違える．宿題では

採点者のほうも計算力があやしいため，違っているのにマルを付けているのをずいぶん見

た．また，試験では教授（有名な研究者である）が作った問題の，「３次関数何々のグラフ



上の点，何々における接線に対し．．．」というようなところで，その点はグラフ上にのっ

ていない，と学生に指摘され，あわてて直した点も，やはり，グラフ上にのっていない，

といったこともあった．どうもあまり，計算練習というものは子供のころからやらないよ

うである．

また，アメリカでは，すべての教官に対し，Teaching Evaluation というものがあり，

教官の教え方を学生が採点する．これは，その教官を昇進させるかどうか，また契約切れ

の教官の契約を更新するかどうか，といった際の重要なデータになる．ここで多い文句

は，まず試験の採点に関する不満であり，また我々外国人の場合は，英語が下手で聞き取

れない，というものである．試験は，年間３学期の各学期に，３回ずつあり，採点して返

すのだが，学生は，試験の成績にはとても敏感で，すぐに文句が来る．（ＵＣＬＡでは，卒

業できる学生は半分強であり，中退の危険をかかえた学生は，たくさんいるし，大学院進

学志望者にとっては，学部の成績は，とても重要である．）一番多いのは，ちょっと計算

を間違えただけなのに，こんなに点を引くのはひどい，という文句だが，これはとにかく

計算が違っていることは事実なので，まあ何とか撃退できる．一番大変だったのは，教授

が１年生に証明問題を出したときであった．「微分して定数になる関数は１次関数である

ことを証明せよ．」というもので講義では，平均値の定理を用いる厳密な証明を与え，宿

題にも出して採点して返し，試験の直前に我々 TAも演習で詳しく説明したのだが，実際

の試験では「傾きが一定なのだから，グラフは直線であり，したがって１次関数となる．」

といった解答が山のように出たのである．教授の指示もあり，この手の答案はすべて零点

にしたのだが，これに文句が殺到した．いくら説明しても，自分の答案は完全であり，当

然満点である，といってきかないのである．私の英語力で，これらの苦情を論破するのは

困難であり，このときの Teaching Evaluationは，最悪であった．

さて，その英語力だが，当然我々非欧米人にとって大変なところである．TOEFLと同

じところがやっている英会話の試験（テープに回答を吹き込む）があって，たてまえでは，

TA をやるにはこの結果が５段階の最高でなければならない，ということになっていた．

しかし，これを厳密に適用するとアジア人などはほぼ全滅してしまうので，少々甘くする

ことになっており，私も上から２番目のランクという試験成績で TAをやることなった．

数学の説明だけならけっこうできるだろう，と思ったのだが，やってみるとけっこう初等

的な数学用語も英語で何というか知らない，ということに気がついた．つまり，ヒルベル

ト空間の有界線形作用素がどうした，というのは英語で言えるのだが，三角形の角の二等

分線を引いて正弦定理を用いて，といったことがなんと言うのかわからないのである．い

ろいろ教えているうちに慣れてはきたもののやはり，Teaching Evaluationでの英語の評

価はひどいものであった．何しろ，学生のほうから見れば，もっともケチを付けやすいと



ころだから，Teaching Evaluationのコメント欄ではさんざん書かれることになる．「こ

いつには，次の学期から教えさせるな」とか，「何を言っているのかまるでわからない」と

いったのがよくあった．別の学科の日本人の先生で，私には完璧な英語としか思えない人

でも，学部長あてに「あんなに英語のへたなやつはクビにしろ」という連名の投書をされ

たそうだし，それどころかイギリス人の教授でさえ，「あいつの英語はなまっていてわか

らない」と書かれたというのであるからたまらない．たまに，「数学をていねいに教えて

くれてよかった」などというのがあると，ほんとうにほっとするのであった．

また，日本では高校の物理に相当するようなことも，微積分の応用としてかなり数学の

教科書に出ていたのだが，単位系が，ヤード，フィート，オンスなどであり，これも困っ

た．重力加速度は３２ ft/sec2 である，などと書いてあるし，計算の途中でマイルをヤー

ドに換算しなければならなかったりするのである．そう言えば，留学に際し GREという

マークシートの試験を受けたときも，数学でフィートをインチに換算しなくてはいけない

問題一問だけができなかったのであった．しょうがないので，これは学生に聞きながら，

やることにしていた．

Teaching Evaluationなどできびしく評価するのだから，教育するほうのレベルをあげ

ようという試みは，熱心であった．TA の経験を多く積んだ院生が TA Consultant とい

うポストについて，いろいろと教え方のアドバイスをするのである．ビデオを持ち込んで

新米 TAの授業を記録し，あとから，黒板の字が小さいとか，もっと大きな声で話せ，と

いったことから具体的に指導する．数学の場合，博士号は大学の教員免許的な側面もかな

りあるので，院生には，少なくとも一年の TAを義務付けるところも多く，こういったこ

とがいわば教育実習の役割も果たしているのである．一般に学会などでもアメリカの人は

講演がうまいのは，このようなシステムによるところも大きいのであろう．TAをしてい

たのは一年であったが，とにかくいろいろと大変で，またおもしろい経験であった．


